






















-､薫は　(出家者はともか-として)　常人 何倍も､若い時から勤行しているこ ｡そんな薫が煩悩多き青少年期を迎えたこと｡年不相応に老成 ている分'我執が陶冶されず強く残留している可能性があること｡また薫を｢きよら｣と見せていた魅力 (その多くは　｢色好み｣か)　を仏教では　｢煩悩｣として照らし出しているのかもしれな ｡
第三章では宇治十帖と橋姫説話の関係を考察した｡薫､





の宮に替って橋姫を所有したが､大君と薫の長い対話が続く｡あまり進展しないながらも対話 ともかくも続-ことに意義を見出す論もあるが､もどかしい感じは残る｡大君による｢結婚拒否｣　に至る思考 は薫の人間像が大き 影響している｡薫は大君に恋をし がらも､大君が薫 正式な結婚をし妾となる可能性があるうち すなわち八 宮存命中はおくびにも出さなかった｡恋情を打ち明け'拒否されるや時期尚早とみて'次の機会を待っている｡その間､物質的援助等の気配り心配り 欠かさない 薫の内面にち至ってみると'自己保身ゆえの気配りが' だいに相手を黙らせ従わせ 手段と も有効で ることに気づきつつあるようだ｡
当初薫は大君を重く扱おうとしなかったようであるし､
大君もそれ 感じたであろう｡出家に際 ての　｢ だし｣となるからで る｡薫の中では召人的な待遇から､かつて光源氏が幼い若紫 養い､妾として過したよう '大君扱いも妾としてのものへと変化していったようである｡しかし大君に伝わ べ- ない｡
45　　博士論文『源氏物語』宇治十帖論
他人がどう思うかと心痛める大君は'薫と精神的に似る｡













の引用が著しいが､浮舟は蘇生したにはしたが黄泉の国への転生を遂げたのである｡浮舟の着たアマゴロモは､｢天の羽衣｣　のような文脈で示され '実は死者 仲間入りを果たした証しなのだ｡黄泉の国に擬せ 小野 僧庵の住人として余生を送る方向性が示されている｡
やがて浮舟の生存が薫に知られることとなる｡薫は自分
のことを聖にも劣らぬと豪語するように､聖俗両方に通暁する人物である｡一般的には'尼に ったと聞けば諦めるか､諦めきれずに押しかけて聞き苦しいことをしでかしてしまうものかもしれない｡しか 薫 ちがう｡空漠 した宇治に わり､あるいはこの先浮舟をもう一度据え直 見計らって都へ移すために､薫は小野 僧庵に迫る 薫は'しかるべき理由により､しかるべき手順を踏んで浮舟を還俗させるつもりである｡
小君を使者に遣わすがはかばかしくない｡浮舟の返事は





















母女三の宮のために大きな支えとなっている｡若さを発散するような我執にとらわれることのない生き方を注視している｡一般に指摘されている薫君の女性忌避も､冷泉院女一の宮への思慕も認めら 一様では いことを指摘する｡また薫君の容貌を｢きよら｣より｢きよげ｣　の人物とする｡光源氏より柏木型の資質を注視し ｡
第二章｢薫の体香｣　では､薫の身体から放出される芳香
について述べる'今日注目されている身体論を展開している｡貴族の常として香を薫き染めることはあるが､そうするわけでもなく薫は独自の体香とでもいうべきものを具えている｡作者別筆説とも関連させて薫君の主人公性を注視してい ｡伝奇的とも言える主人公の体香につ て､物語上の役割･意味づけを検討している｡体香 基底については仏教におけ 香の役割や'『維摩経』　 経文との連関を指摘している｡殊に橋姫巻において詳細な究明を深る｡宇治の大君に対す 薫君の愛執に関 ､仏教における煩悩との関わりで香の役割について可能な限-作者がそこに盛り込もうとした意味､必然性を読み込むこ を目指してい ｡
薫君の聖性たる体香の本質としては､和歌･仏教･物語







かし'橋姫に当てられる登場人物は複数であり､い-つかの説が主張されている｡宇治十帖の構造を支えているもう一つの説話､菟道椎郎子 も関連させたところ､宇治十帖における人物関係があぶ-出すことができると説く古注釈書や歌学者を踏まえ ､宇治橋姫説話 解説する｡男が二人の妻を持つことになる､その型を薫君と宇治 大君･中の君に見立てている｡一方で宇治八の宮を｢菟道椎郎子｣と見立てて､解説している｡大鶴鶴皇子(仁徳天皇)と菟道椎郎子との皇位継承 話に触れている｡東宮の冷泉
48
帝を廃太子として宇治八の宮を担ぐ､これが朱雀帝の外戚右大臣家の意向でもあった｡しかし光源氏が須磨流滴から召還されることにより冷泉帝は皇位継承することとな-'八の宮は宇治に引退することになる｡八の宮邸は宇治神社･宇治上神社を合わせた空間にあてはめている｡薫を民俗学における宇治の　｢まれ人｣としてとらえ､大君は　｢山姫｣として結婚拒否の性格を位置づけ いる｡薫君は宇治を支配することにな ことを主張してい ｡
第四章｢薫の俗物性と大君｣　は薫の俗物性とそれに関わ
ることになる大君との関係を見てい ｡第一章 薫という登場人物が形成されていくさまを見たが､他者と 向き合う場合を見る｡宇治八の宮との出逢いから宮 姉娘大君に強く魅了される｡しかし大君 朝顔斎院に続-結婚拒否に遇う｡しかし正妻 しての求愛では い｡八 宮亡き後に恋情を訴えてい ｡零落 た 君とし あ たの女 たちと同様のレベルの処遇から始発 ､永遠の女性に昇華する過程を注視している｡単なる異性を求める ではない､誠意あふれた人柄と定置してい ｡しかし貴種故 女性に｢恥づかし｣と思わせるような塑性を有していると説-0大君の方も八の宮家の存続のため､妹中の君と 結婚を志
向する｡薫君は中の君 匂宮に婚わせることによりそれを実現させようと企てる｡そのことが薫君自身また大君の苦悩を生み､ を死に向かわせてい-｡その構造 読み解
いている｡
第五章｢薫の塑性の顕現とその推移｣　では､宇治十帖の
主人公薫の聖性について究明している｡聖性　(王権､潜在王権など)　は光源氏の物語を読む上で重要な語句である｡薫の物語にもこの概念を導入すると物語がわかりやす-なる｡宿木の巻を中心に薫は宇治を手に入れることで世俗的な栄華へ至る一方'物語上の聖性も獲得することになる｡宿木の巻は 君自身の昇進と今上帝女二の宮の降嫁と う権力確立の速を物語っている｡夕霧の次は人臣として最高の位を極めるのが ということになる｡中 君腹若君の後見としての権勢も注目する｡これはまた都と連動することで､はかられるのである｡
通常'一般的には宇治十帖は女君を単位として理解され












人物像とその周辺に内在する登場人物 性格'容貌､思考といった諸問題を精微に究明している｡これらの各帖が出家という究極の精神的課題を内容としている ともあ-､難解な解釈が要求される研究であるが､誠実な論述を意欲的に試考を重ねている｡論者は仏教､思想信仰､歴史社会学､身体諭､地域空間論'民俗学､神話学といった周辺学を取-込みつつ､物語文学の内実を堅実に究殊にその時空を解するために'何度もフィールド･ワークを重ねた研究姿勢も評価できる｡ 者は既に　『国文学解釈と鑑賞』　の　『源氏物語』　若菜上巻編の制作に協力して る｡また　『専修国文』　に ｢薫の聖性｣と うテーマの論 を執筆している｡加えて書道では毎日書道展などに入選している｡本論文の上梓 より'今後の研究の進 も期待できるものとして'成果 評価したい｡
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